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ダム下流の河川環境を改善します。

ダム管理者、利水者や愛媛県、徳島県など
との協力により、連携が図られます。
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愛媛分水取水口

瀬戸内側

・四国の瀬戸内側は古くより水不足。

・江戸時代末期、本格的に分水が考えられ

始め、代官が分水の計画を命じた。

1855年（安政2年）
分水計画

1954年（昭和29年）
柳瀬ダム完成

2001年（平成13年）
富郷ダム・影井堰完成

2010年（平成22年）
弾力的管理試験開始

・愛媛県と徳島県で取り決めが結ばれ、昭

和20年代の戦後になって工事開始。

・柳瀬ダムが完成し、「愛媛分水」開始。

・戦後復興と四国の発展のために新宮ダム

を建設。「愛媛分水」を強化。

・富郷ダムを建設し、地域の暮らし

はさらに豊かに。

瀬戸内側

柳瀬ダム

1975年（昭和50年）
新宮ダム完成

およそ100年

分水トンネル

利水容量

生活用水 工業用水
農業用水 発電などに
使う水を貯める

環境改善に使う水
 少しだけ貯める

洪水調節容量

大雨の水を貯めて
川の洪水を調節
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ダムの弾力的管理とはダムの弾力的管理とは

役割その①　治水

弾力的管理による放流の効果弾力的管理による放流の効果

【弾力的管理とは】

「弾力的管理」は、利水容量が満水で大雨の心配

がないときに限って、洪水調節容量に川の環境改善

に使う水を少しだけ貯めておきます。そしてダム下

流の川が汚れたときに、その水を放流し、川底をリ

フレッシュします。

【弾力的管理による放流】

弾力的管理による放流前には必ず河川の巡視を実施して、事故が起きないよ

う細心の注意を払い、新宮ダムから徐々に放流量を増やします。放流中、ダム

の下流では川の水量が増えて、ほぼ川幅いっぱいに水面が広がります。

【放流の効果】

川がリフレッシュされ、そこに棲む魚などの生き物にとって放流前よりも良い環境となります。

【ダムの役割】　

銅山川のダムには、大きく分けて二つの役割があります。

弾力的管理による放流イメージ

銅山川ダム群の歴史銅山川ダム群の歴史

役割その②　利水

①大雨が降ったときに下流へ流れる水を少なくする ②瀬戸内海側へ送る水を貯める

濁った水たまりが透明に！
藻の溜まっていた川底が
放流でリフレッシュ！

堆積物が洗い流されて
石が見えるように！

写真：令和元年12月3日実施の放流前後

●今後も銅山川ダム群の弾力的管理を適切に行い、銅山川の環境改善に努めていきます。

放流量

放流時間

10m3/s(普段の川の水量
は0.17m3/s程度)

約３時間
(年１～２回)


